
3)杉浦秀樹(1996)屋久島の ｢自然な｣サルと

｢不自然な｣サル.なきごえ1996年8月号:4-5.

学会発表 イ

ー英文-
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synchron血tlonbetweenvocalizationsand
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acqulsltlon.2ndEuropeanConferenceon
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CognltlveAbllitleslnEarlyInfancy.April

10-15,1996Abstarctp.22.

3)Masataka,N.(1996)Characterlstlcsof

JapaneseWomenforParentPossibleSelf-

Schema.Syposlumof14thmeetingof

lnternatlonalSocietyfortheStudyof

BehavloralDevelopment.Åug.12-16.1996

Abstractp.98.

4)Nakamura,KりChung,H.HりGrazlano,

M.S.A.,& Gross,C.G.(1996)The

representatlonofeyeposltlonlnthe

parletol0cclpltalsulcuslnthemonkey.me
26thSoc.forNeuroscLAbstract22:1620.

5)Nal(amura,K.,Chung,li.H..GrazlanO,

M.S.A‥& Gross,C.G.(1996)The

representatlonofeyeposltlonlnthe

parlet0-0cclpltalsulcusinthemonkey.me
lstFAONSCongressandIBRORegional

CongressAbstractsp.45.

6)Mlkaml,A.,Ando,Ⅰ.,Kubota,K.,

sawaguchl,T.,Yoshikawa,E.,Kakluchl,T.,

Nakamura,K.& Tsukada,H.(1996)

Posteriorcortlcalareasactivatddduring

visually一guidedGO/NO-GOtask:aPET

study. The26thSoc.forNeuroscl.
Abstracts22:401.

7)Sugiura,H.(1996)FMrangematchingln

vocalexchnageofcoocallslnJapanese

macaques.XVIthCongr.Intl.Primatol.Soc.

(Åug.1996,Madlson,USA)Abstract

no.407.I

-和文-

1)小嶋祥三(1996)老齢マカクザルの位置弁別

逆転学習.日本動物心理学会第56回大会.動物

心理学研究46:109.

2)伊藤活介､泉明宏､小嶋祥三 (1996)物体弁

別学習セットにおける仮説行動 :老化の影響.

第12回日本霊長類学会大会.霊長類研究I
12:293.

3)泉明宏､伊藤活介,小嶋祥三 (1996)学習セ

ットの獲得における年齢差.第12回日本霊長類

学会大会.霊長類研究12:293.

4)杉浦秀樹､揚妻直樹､田中俊明､大谷達也､
松原幹､小林直子 (1997)屋久島のニホンザル

への餌付けは進行しているか?第12回日本怒

長短学会大会.霊長類研究12:275.

5)杉浦秀樹､田中俊明 (1996)ニホンザルの生

息地における音の伝達と､クー ･コールの方

言.第44回日本生態学会大会,要旨集p.175.

6)高畑由起夫,､鈴木滋､高橋弘之､杉浦秀樹､

山極寿一,伊揮放生､斉藤千映美､佐藤静枝､

揚妻直樹､古市剛史､丸橋珠樹,D.A.Hlll､

D.S.Sprague(1996)ニホンザルの野生個体群

の繁殖特性.第44回日本生意学会大会,要旨典

p.164.

行動発現分野

三上章允･樺井芳雄

研究概要

A)運動祝における方向判断に関与する脳内機柄

の研究

,=上孝允･井上雅仁1)･長谷川良平の

運動する物体の運動方向を視覚的に判断すると

きに働く脳内の機構をPET計測によって調べ､

上側頭溝後部の活動部位を同定した｡

B)形態情報と運動情報の総合過程に関与する局

所回路の研究

三上孝允･田中祐介2)
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形態情報と運動怖報の総合に関与する神経回路

を複数ニューロンの同時記録によって解析し､情

報総合を示唆するデータを得た｡

C)GO/NO-GO課拐遂行に関与する脳領域の機

能マッピング

三上孝允･久保田 挽 3)･河口俊之4)･中村克樹5)

異なった反応(GOとNO-GO)を選択するときに

働く脳領域をマッピングする目的で､GO/NO-

GOの選択裸題､GO単独課題､NO-GO単独課題

遂行中のサルの脳血流量をPET計測し､前頭連

合野､運動前野､補足運動野が上記の行動選択に

･関与することを示した｡

D)前頭葉陣容患者の機能テストパラダイムの開

先

三上孝允 ･久保田 銃

前頭葉に障害のある患者さんで､様々な前頭葉

槻能をテストするために各種パラダイムを開発

し､障害部位と各種槻能障啓との関係を解析した｡

E)遅延リーチング反応に及ぼす磁気刺激効果の

研究

三上章允 ･石口 明6)

遅延リーチング反応課題遂行時の様々な相で頭

蓋骨上から磁気刺款を行い運動前野の刺故により

反応時間の延長することを示した｡

F)痛みの判断の脳内根橋の解明

小山哲男7)･田仲祐介 ･三上孝允

佼昏熱刺激と嫌悪学習がどのような関係で処理
されているのかを解明するため行動実験を行っ

た｡

G)時間情報の知覚と保持に関わる動的神経回路

の解明

横井芳雄も)･三上孝允

刺数自体ではなくそこに内在する時間情報を記

憶し処理する際の勤的神経回路 (セルアセンブリ)

の解明を目指した｡そのための記憶課辺として,

時間的長さの弁別と保持を必要とする ｢多次元

matchlng課招｣を考案し,その行動訓雑を開始

した｡また,刺激順序の弁別と保持を必要とする

r多次元SerialProbeReproductlon況柑｣につ

いても開発中である｡

H)動的神経回路の検出･解析法の構築

樺井芳雄 ･三上帝允

様々な記憶訣増遂行中の多数ニューロン活動や

小ニューロン群の典合的括勤を,脳の広範囲から

安定して記録し解析するため,多連微小屯極によ

る多点同時記録法 (マルチレコーディング),及

び電位変化を視覚化する光学的 (オプティカル)記

録法を構築している｡また,これらの方法により

記録した多数ニューロンやその集団の活動に基づ

普,機能的シナプス結合のダイナミックスを明ら

かにする解析方法についても開発中である｡

Ⅰ)作業記憶にもとづく眼球運動の発現に関する

前頭連合野の働き

長谷川良平2)･加藤まどか2)･主上帝允

作業記憶にもとゴくサッカード眼球運動の発現

に関与する脳内付和処理過程を明らかにするため

に,行動課視遂行中のサルの前頭連合野から神経

細胞活動を記録 ･解析した｡

J)空間位置の廼期記憶にもとづくリーチング運

動の発現横柄の解明

山根 到2)･三上帝允 ･河口俊之･久保田競

空間位置見本あわせ況燭をしているサルの運動

前野から記憶の保持や運動に関するニューロン活

動を記録し,運動前野が短期記憶にもとづいて運

動を選択していることを明らかにした｡

K)視覚系における異種情報の統合処理過程の研
究

田仲祐介 ･小山哲男 ･三上孝允

祝党系において､形態視と運動視の相互作用を

調べるために視覚性継時弁別課題遂行中の側頭乗

のニューロン活動の記録､解析を行った｡側頭乗

の上側頭滞領域が､この2つの冊報を統合する領

域であることが示唆された｡

1)京都大学大学院人間･環境学研究科大学院生

2)大学院生 3)日本福祉大学情報社会科学部教

授 4)北梅道大学文学部助教授 5)認知学習分

野助手 6)和歌山県立医科大学医学研究科大学

院生 7)特別研究学生 8)1996年8月1日着任,

科学技術振興事業団さきがけ研究21兼任
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L)記憶の取り出しを制御する脳内メカニズム

加藤まどか ･長谷川良平 ･三上孝允

遅延象徴見本合わせ課題遂行中のサルの前頭連

合野から神経細胞活動を記録 ･解析し,前頭連合

.野が記憶の取り出しの過程にどのような役割を果

たしているのかを明らかにした｡
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浜).日本リハビリテーション医学会抄録典172.

2)石口明､玉置哲也､三上章允 (1996)サルを

央験モデルとした高頻度磁気刺激の高次脳機能
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年10月,新潟).第26回脳波 ･筋電図学会抄録集
33.

3)下堂薗恵､川平和美､田中信行､三上孝允､

久保田競 (1996)視覚性リーチング運動におけ
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ション医学会.(1996年7月,横浜).日本リハビ
リテーション医学会抄録典174.

4)三上章允 (1996)運動視における方向判断の

脳内機構.第60回日本心理学大会.(1996年9

月,東京):日本心理学会第60回大会発表論文集
S76.

5)樫井芳雄 (1996)要素･複合 ･継時刺激の各

弁別課題に関わるラット海馬体ニューロンの機

能重複とシナプス結合の変化.神経科学学会第

19回大会(1996年7月,神戸).発表抄録集p.82.

6)樫井芳雄 (1996)記憶情報処理と勤的ニュー

ロン回路.複雑系研究会5(1996年12月,京都).
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8)田仲祐介､三上孝允 (1997)側頭連合野での

運動祝情報と形態祝付和の両方に依存した神庫
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細胞の反応特性.日本視覚学会冬季研究会

(1997年1月,東京).VIslon.9(1):56.

分子生理研究部門 ､

器官調節分野

林 基沿･日付文夫 ･大歳 聡 ･清水慶子

研究概要

A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生･

発達･加齢一

林 基沿･大平耕司l)･光永捻子2)･河水慶子

(1)脳由来神経栄養因子(BDNF)の受容体(Trk

B)に対する抗体を用いて､マカクサルの中枢神経

系におけるTrkB含有細胞の分布と形態および発

達について調べた｡成熟期では油周の秤粒細胞､

CAlからCA4の錐体細胞､大脳皮質II､lII､Ⅴ眉

の錐体細胞が陽性であった｡さらに胎生140日

からTrkBを発現する細胞が認められ､BDNFが

胎生期から作用していることが碕紐された｡

(2)マカクサル大脳皮質におけるTrkBの発達を

ウェスタンブロット法で調べた｡仰報伝達に関与

する受容体は､胎生120日から成熟期までほぼ

一定して発現していたが､情報伝達に関与しない

受容体は､生後以降より多盈発現し､BDNFの作

用が生後から抑制されることが予想された｡

B)微小屯極法およびパッチクランプ法による筋

肉細胞膜の機能発現に関する電気生理学的研究

目片文夫

C)ー生殖機能の中枢調節機構に関する研究

大蔵 聡

雌性動物の生殖機能の制御機構について､ニホ

ンザルをモデル動物として用い､罰静脈田匠カニ

ューレによる連続頻回採血法lこより焚体形成ホル

モン (LH)のパルス状分泌を指標として解析し

た｡その結果､月経周期を回帰し､卵胞期にある

と推定されたサルでは活発なLHパルスが観察さ

れたのに対し､周mが停止していた個体では明瞭

なLHパルスが見られなかった｡このことから､

ニホンザルにおいても血中のパルス状LH分泌勤

1)大学院生 2)研究支援推進員


